
目安以上の大幅引き上げも
組
合
員
宅
も
浸
水
被
害

秋田豪雨 最低賃金４０円超アップ

い
ま
は
戦
後
か
戦
前
か
？

　
各
都
道
府
県
で
新
た
な
最
低
賃

金
額
が
次
々
と
決
ま
っ
て
い
ま

す
。
今
年
は
、
過
去
最
大
の
引
き

上
げ
と
な
り
、
ほ
と
ん
ど
の
地
域

で
40
円
超
の
ア
ッ
プ
。
島
根
県
の

47
円
増
を
は
じ
め
、
中
央
最
低
賃

金
審
議
会
の
定
め
た
目
安
を
大
幅

に
上
回
る
地
域
最
低
賃
金
を
決
め

た
県
も
あ
り
ま
す
が
、
ガ
ソ
リ
ン

や
食
品
な
ど
物
価
の
高
騰
を
考
え

れ
ば
、
ま
だ
ま
だ
十
分
な
水
準
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。「
最
賃
が
高
す

秋
田
地
連
（
加
藤
直
人
委
員
長
）

か
ら
寄
せ
ら
れ
た
被
害
報
告
（
７

月
23
日
時
点
）
に
よ
れ
ば
、
秋
田

地
連
の
組
合
員
の
自
宅
４
軒
で
床

上
浸
水
、
６
軒
で
床
下
浸
水
、
自

宅
に
隣
接
す
る
小
屋
２
件
の
浸
水

被
害
が
生
じ
て
お
り
、
自
家
用
車

の
浸
水
被
害
も
複
数
件
、
発
生
し

て
い
ま
す
。

ま
た
自
主
経
営
の
湖
東
タ
ク
シ
ー

（
五
城
目
町
）
で
は
事
務
所
が
浸
水

し
復
旧
作
業
に
追
わ
れ
ま
し
た
。

　
全
自
交
労
連
本
部
は
四
役
会
で

任
意
カ
ン
パ
の
要
請
を
決
定
。
苦

し
む
仲
間
の
た
め
に
カ
ン
パ
の
協

力
を
呼
び
掛
け
て
い
ま
す
。

　

７
月
15
日
前
後
の
豪
雨
に
よ

り
、
秋
田
県
で
は
多
く
の
地
域
で

氾
濫
が
発
生
し
、
建
物
や
車
の
浸

水
被
害
が
生
じ
ま
し
た
。
全
自
交

ぎ
る
」
と
い
う
ハ
イ
タ
ク
事
業
者

の
声
も
聞
か
れ
ま
す
が
、
他
産
業

と
人
材
獲
得
を
競
う
た
め
に
は
、

最
低
賃
金
を
は
る
か
に
上
回
る
賃

金
が
必
要
で
す
。

　
地
域
最
低
賃
金
を
支
払
わ
な
い

事
業
者
に
は
、
最
大
で
労
働
者
１

人
ご
と
に
50
万
円
の
罰
金
が
科
さ

れ
ま
す
。
事
業
者
に
は
適
正
な
労

働
時
間
管
理
と
適
正
な
賃
金
の
支

払
い
を
求
め
ま
す
。

　
一
方
、
タ
ク
シ
ー
の
需
要
が
極

端
に
少
な
い
地
域
で
は
、
最
低
賃

金
を
担
保
す
る
だ
け
の
営
業
収
入

　
８
月
15
日
を
迎
え
、
終
戦
か
ら

78
年
の
時
が
経
過
し
ま
し
た
。
全

自
交
労
連
は
、
千
鳥
ヶ
淵
戦
没
者

墓
苑
に
お
い
て
、
平
和
フ
ォ
ー
ラ

ム
の
戦
争
犠
牲
者
追
悼
集
会
に
参

加
し
、
全
て
の
戦
争
犠
牲
者
に
哀

悼
の
意
を
捧
げ
ま
し
た
。
ま
た
原

水
爆
禁
止
世
界
大
会
に
も
参
加
し
、

二
度
と
核
の
被
害
者
を
生
み
出
さ

な
い
決
意
を
新
た
に
し
て
い
ま
す
。

ロ
シ
ア
に
よ
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵

攻
や
中
国
の
拡
大
政
策
に
よ
り
、

日
本
も
防
衛
費
を
大
幅
に
増
額
し
、

現
在
は
「
新
た
な
戦
前
」
と
も
呼

ば
れ
ま
す
。
そ
ん
な
今
だ
か
ら
こ

そ
、
家
族
や
家
を
失
う
苦
痛
、
祖

国
の
土
を
二
度
と
踏
め
ぬ
悲
し
み
、

人
を
殺
す
苦
し
み
、
そ
う
い
っ
た

戦
争
の
も
た
ら
す
痛
み
に
改
め
て

目
を
向
け
、
戦
争
を
回
避
す
る
努

力
を
し
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

「
い
の
ち
輝
く

未
来
社
会
の
デ

ザ
イ
ン
」。
大
阪

万
博
の
キ
ャ
ッ

チ
コ
ピ
ー
で
あ

る
▽
パ
ビ
リ
オ

ン
の
建
設
工
事

が
間
に
合
わ
な
い
と
言
わ
れ
て

い
る
た
め
、
万
博
協
会
は
残
業

を
年
間
７
２
０
時
間
以
内
に
抑

え
る
と
い
う
労
働
基
準
法
の

ル
ー
ル
を
「
万
博
だ
け
は
例
外

に
し
て
ね
」と
国
に
要
請
し
た
。

酷
暑
の
中
も
厳
寒
の
中
で
も
建

設
労
働
者
は
、
た
だ
の
イ
ベ
ン

ト
の
た
め
に
過
労
死
ラ
イ
ン
の

労
働
を
強
い
ら
れ
「
命
を
輝
か

せ
て
、燃
や
し
尽
く
す
」。
テ
ー

マ
通
り
だ
。
素
晴
ら
し
い
▽
万

博
の
跡
地
は
カ
ジ
ノ
に
な
っ

て
、
ギ
ャ
ン
ブ
ル
依
存
症
を
た

く
さ
ん
生
み
出
す
こ
と
に
な

る
。
な
ん
と
素
晴
ら
し
い
未
来

社
会
の
デ
ザ
イ
ン
だ
ろ
う
▽
皮

肉
の
一
つ
も
言
い
た
く
な
る
。

こ
れ
ほ
ど
テ
ー
マ
に
逆
行
し
た

イ
ベ
ン
ト
が
あ
る
だ
ろ
う
か
▽

大
阪
万
博
と
い
え
ば
維
新
の
会

の
目
玉
政
策
で
あ
る
。
た
か
が

イ
ベ
ン
ト
の
た
め
に
、
労
働
者

の
命
と
安
全
を
守
る
法
律
を
例

外
に
し
よ
う
と
す
る
。
こ
の
姿

勢
こ
そ
が
維
新
の
本
質
だ
。
彼

ら
は
ラ
イ
ド
シ
ェ
ア
を
必
死
に

推
進
し
て
い
る
が
、
考
え
の
基

本
は
同
じ
で
あ
る
▽
と
に
か
く

安
く
、
企
業
が
責
任
を
負
う
こ

と
の
な
い
労
働
力
が
彼
ら
の
理

想
だ
。
こ
の
ま
ま
万
博
を
強
行
開

催
す
れ
ば
、
命
が
す
り
減
る
絶
望

の
未
来
社
会
を
見
せ
ら
れ
る
こ

と
に
な
る
だ
ろ
う
。
Ｋ
・
Ｔ

を
確
保
で
き
な
い
状
況
も
あ
り
ま

す
。
国
に
対
し
、
中
小
企
業
に
対

す
る
支
援
を
求
め
て
い
く
必
要
も

あ
り
ま
す
。

戦後７８年 戦争の痛みに

浸水した五城目町の湖東タクシーの営業所。㊨壁の白くなっている部分が
浸水した水位㊧駄目になった畳の撤去など後片付けに追われました

氾
濫
直
後
の
秋
田
市
内
の
住
宅
街

福
島・広
島・長
崎
で
原
水
爆
禁
止
世
界
大
会
が

開
催
。▼
２
面
に
長
崎
大
会
の
記
事
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地域交通の変更点と課題

『ライドシェアのここが駄目』
Twitter（Ｘ）で連載中！

　
交
通
の
安
全
と
労
働
を
考
え
る

市
民
会
議
は
、
７
月
30
日
、
東
京

都
立
川
市
で
「
ラ
イ
ド
シ
ェ
ア
解

禁
論
を
、
い
ま
改
め
て
考
え
る
集

会
」
を
開
催
し
ま
し
た
。
東
京
交

運
労
協
三
多
摩
ブ
ロ
ッ
ク
と
の
共

催
で
す
。
労
働
者
は
も
と
よ
り
、

多
摩
の
タ
ク
シ
ー
事
業
者
や
自
治

体
議
員
が
多
数
参
加
し
ま
し
た
。

　
ま
ず
国
際
運
輸
労
連（
Ｉ
Ｔ
Ｆ
）

の
浦
田
誠
政
策
部
長
が
講
演
＝
写

真
。
海
外
の
実
例
を
基
に
、
あ
ら

ゆ
る
角
度
か
ら
ラ
イ
ド
シ
ェ
ア
の

問
題
点
を
指
摘
し
、
解
禁
論
が
進

む
日
本
の
現
状
に
警
鐘
を
鳴
ら
し

ま
し
た
。
講
演
の
趣
旨
は
全
自
交

が
Ｘ
（
旧
ツ
イ
ッ
タ
ー
）
で
発
信

中
で
す
。
日
本
労
働
弁
護
団
常
任

幹
事
の
菅
俊
治
弁
護
士
が
働
き
方

の
問
題
を
講
演
し
ま
し
た
。

　
東
京
交
運
三
多
摩
ブ
ロ
ッ
ク
の

大
和
田
實
幹
事
（
全
自
交
東
京
地

連
・
三
多
摩
交
通
労
働
組
合
事
務

局
長
）
と
、
東
京
ハ
イ
ヤ
ー
・
タ

ク
シ
ー
協
会
三
多
摩
支
部
の
神
田

康
裕
支
部
長
が
労
使
双
方
の
視
点

で
交
通
の
課
題
を
語
り
ま
し
た
。

め
、
働
き
方
に
関
す
る
大
胆
な
提

言
を
行
い
ま
し
た
。

　
「
若
い
乗
務
員
が
個
人
タ
ク

シ
ー
に
な
る
最
大
の
理
由
は
、
働

き
方
の
自
由
度
だ
」
と
し
、
労
働

組
合
が
し
っ
か
り
と
関
与
し
労
働

者
の
権
利
を
守
る
こ
と
を
前
提
に

「
法
人
で
も
、
個
人
タ
ク
シ
ー
の

よ
う
な
働
き
方
、
リ
ー
ス
制
の
よ

う
な
も
の
を
検
討
す
べ
き
で
は
な

い
か
」
と
課
題
提
起
し
ま
し
た
。

　
三
交
労
の
大
和
田
實
事
務
局
長

は
、
多
摩
地
域
で
の
乗
合
タ
ク

シ
ー
の
事
例
を
紹
介
。
ま
た
、
法

人
タ
ク
シ
ー
乗
務
員
を
増
や
す
た

　
菅
俊
治
弁
護
士
は
、ラ
イ
ド
シ
ェ

ア
な
ど
の
業
態
で
、
個
人
事
業
主

と
し
て
働
か
さ
れ
る
人
た
ち
の
課

題
つ
い
て
講
演
。
海
外
で
は
「
労

働
者
で
あ
る
」
と
認
め
る
司
法
判

断
や
立
法
が
進
ん
で
い
る
一
方
で
、

　
市
民
会
議
の
集
会
に
は
、
交
運
労
協
の
住

野
敏
彦
議
長
が
講
師
と
し
て
参
加
。
国
土
交

通
省
の
ラ
ス
ト
ワ
ン
マ
イ
ル
モ
ビ
リ
テ
ィ
検

討
会
の
内
容
を
説
明
し
、
地
域
交
通
政
策
の

変
更
点
や
、課
題
に
つ
い
て
講
演
し
ま
し
た
。

　
住
野
議
長
は
、
国
交
省
の
改
革
案
に
対
し

全
体
的
に
は
理
解
を
示
し
つ
つ
、
遠
隔
点
呼

を
別
の
事
業
者
同
士
で
も
認
め
る
方
針
に
つ

い
て
は
「『
労
務
管
理
や
事
故
等
の
対
応
が

で
き
る
の
か
。
問
題
が
大
き
い
』
と
検
討
会

で
意
見
し
た
。『
実
証
実
験
を
し
な
が
ら
問

題
が
あ
れ
ば
是
正
す
る
』
と
の
こ
と
だ
が
、

拙
速
す
ぎ
る
」と
の
考
え
を
述
べ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
学
生
や
障
害
者
に
対
す
る
割
引
を

民
間
の
交
通
事
業
者
が
負
担
し
続
け
る
こ
と

の
限
界
を
指
摘
。「
い
く
ら
制
度
改
正
を
し

て
も
働
く
人
が
い
な
け
れ
ば
無
意
味
だ
」
と

し
、
交
通
に
関
す
る
予
算
を
し
っ
か
り
確
保

し
、
労
働
者
の
待
遇
改
善
に
つ
な
げ
る
こ
と

を
求
め
て
い
く
考
え
を
示
し
ま
し
た
。

日
本
は
そ
の
議
論
が
遅
れ
て
い
る

こ
と
を
指
摘
し
、
労
働
者
性
の
面

か
ら
も
ラ
イ
ド
シ
ェ
ア
解
禁
論
に

対
抗
す
る
必
要
を
述
べ
ま
し
た
。

交
通
の
安
全
と
労
働
を
考
え
る
市
民
会
議

ラ
イ
ド
シ
ェ
ア
解
禁
論
を
改
め
て
考
え
る

労
働
者
性
の
議
論
も
必
要

交
運
労
協
　
住
野
敏
彦
議
長

三
交
労
・
大
和
田
氏

も
っ
と
自
由
な
働
き
方
を

被爆78周年　原水禁長崎大会
課題は次世代への継承

　全自交労連は市民会議で
得られた知識を生かし、Ｘ（旧
ツイッター）で「ライドシェア
のここが駄目」という投稿を
行っています。
　ライドシェア問題への理解
を深め、組合員の仲間や社会
に周知するためにご活用く
ださい。

　被爆の実相をどう次世代に継承していくかをテーマに、８月８日に開かれた原水禁・長崎大会の分科会。被爆者の川野氏、川副氏、被爆者二
世の崎山氏、平野氏が講演しました。５歳の時に長崎で被爆した川野氏は原爆投下の数日後に「枕元に消し炭の入ったバケツが置いてある。
『これはなんだ』と親に聞いたら、『浦上（爆心地付近）に住んでたおばあちゃんよ』と言われた」と肉親を亡くした思いを語りました。会場を訪れ
た高校生や大学生から質問が相次ぎ、「平和のための行動に参加したいと思うがどうすれば良いですか」といった声も上がりました。

　長崎市の平和公園に置かれた石碑。
長崎市では当時の人口約24万人のう
ち約7万4000人が亡くなり、7万人以上
が負傷したと推定されます。さらに広範
囲に放射線の被害が生じ、生き残った
人を苦しめています。
　また長崎では爆心地から半径12キロ
内にいて放射線を含んだ灰や雨を浴び
たも関わらず、住所が長崎市内等では
なかったという科学的根拠のない理由
で被爆者と認定されなかった人が大勢
います。このような人たちは「被爆者」で
はなく「被爆体験者」とくくられ、被爆者手
帳の交付や医療費の手当を受けること
ができないまま苦しんでおり、国と15年
間にわたる裁判闘争を闘っています。

　爆心地から約８００ｍ、片側を吹き飛
ばされた山王神社の鳥居。爆心地から
半径１ｋｍ以内は、１８００度以上の熱線
と、ほとんどの建物を瞬時に破壊する爆
風にさらされました。熱と爆風から生き
残った人も放射線により、大多数が亡く
なりました。

8月15日には野尻雅人書記次長、本田有
書記次長が平和フォーラム主催の戦争犠
牲者追悼集会に参加。全ての戦争犠牲者
への追悼と平和への思いを込め、千鳥ヶ淵
戦没者墓苑で、野尻書記次長が献花を行
いました

戦争犠牲者を追悼

菅俊治弁護士

全 自 交 し ん ぶ ん 原則毎月15日発行 第１２３９号（2）２０２３年８月15日



川
鍋
会
長
も
感
謝

　
全
自
交
東
京
地
連
に
加
盟
す
る

日
交
労
働
組
合
（
溝
上
泰
央
執
行

委
員
長
）
は
、
７
月
20
日
、
東
武

ホ
テ
ル
レ
バ
ン
ト
東
京
で
結
成
50

周
年
の
記
念
祝
賀
会
を
開
催
し
ま

し
た
。

　
日
交
労
は
溝
上
委
員
長
を
は
じ

め
、
歴
代
の
全
自
交
労
連
本
部
中

央
執
行
委
員
長
を
多
数
輩
出
し
て

き
た
全
自
交
の
中
核
組
織
。
そ
の

半
世
紀
を
祝
う
た
め
、
来
賓
や
組

合
員
ら
２
０
０
人
超
が
参
加
す
る

盛
大
な
式
典
と
な
り
ま
し
た
。

　
溝
上
委
員
長
は
「
１
９
７
２
年

５
月
24
日
、
様
々
な
背
景
が
あ
っ

た
中
で
、『
日
本
交
通
労
働
組
合
』

の
分
裂
を
決
断
し
た
先
人
が
、
こ

の
『
日
交
労
働
組
合
』
を
立
ち
上

げ
て
か
ら
、
昨
年
で
半
世
紀
、
50

年
の
節
目
を
迎
え
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
」
と
困
難
な
組
織
分
裂
の

中
か
ら
誕
生
し
た
日
交
労
の
歴
史

に
触
れ
、
来
賓
や
参
加
者
に
こ
れ

ま
で
の
感
謝
を
述
べ
ま
し
た
。

　
そ
し
て
「
わ
れ
わ
れ
日
交
労
働

組
合
は
こ
れ
か
ら
も
、
今
日
ま
で

の
努
力
と
伝
承
を
発
展
さ
せ
、
助

け
合
い
、
支
え
合
い
の
精
神
で
60

年
、
70
年
と
歴
史
を
刻
ん
で
い
く

所
存
で
す
。
皆
さ
ま
に
は
変
わ
ら

ぬ
ご
指
導
ご
鞭
撻
を
お
願
い
し
ま

す
」
と
、
運
動
の
継
承
と
発
展
に

向
け
た
思
い
を
語
り
ま
し
た
。

　
来
賓
を
代
表
し
、
全
自
交
労
連

本
部
の
松
永
次
央
書
記
長
、
全
自

交
東
京
地
連
の
見
須
一
隆
委
員

長
、
日
本
交
通
グ
ル
ー
プ
連
絡
協

議
会
の
大
松
啓
治
議
長
、
日
本
交

通
の
川
鍋
一
朗
会
長
、
日
交
労
の

阿
部
優
元
委
員
長
、
伊
藤
実
前
委

員
長
が
あ
い
さ
つ
。
全
自
交
の
仲
間

だ
け
で
な
く
、
国
際
労
働
組
合
の
代

表
者
も
来
賓
出
席
し
、
関
係
団
体
か

ら
も
来
賓
多
数
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

会
場
内
で
は
成
立
の
経
緯
か

ら
、
現
在
ま
で
の
運
動
を
振
り
返

る
動
画
が
上
映
さ
れ
、
50
周
年
記

念
誌
も
配
布
さ
れ
ま
し
た
。

　
藤
田
健
一
書
記
長
が
進
行
役
を

務
め
、
中
谷
文
雄
常
任
中
央
執
行

委
員
が
乾
杯
の
音
頭
を
と
り
、
最

後
に
は
星
元
陽
副
執
行
委
員
長
が

閉
会
の
辞
を
述
べ
ま
し
た
。

考
え
て
判
断
し
て
ほ
し
い
」
と
激

励
の
言
葉
を
贈
り
ま
し
た
。

　
一
昨
年
ま
で
10
年
間
委
員
長
を

務
め
た
伊
藤
実
前
委
員
長
は
「
日

交
労
の
良
い
と
こ
ろ
は
開
か
れ
た

民
主
的
な
運
営
。
例
え
対
立
や
ト

ラ
ブ
ル
が
あ
っ
て
も
、
最
後
は
一

つ
に
ま
と
ま
れ
る
団
結
力
で
す
。

だ
か
ら
こ
そ
、
厳
し
い
状
況
を
労

使
一
体
で
乗
り
越
え
、
ブ
ラ
ン
ド

力
を
向
上
さ
せ
、
営
収
の
増
加
に

つ
な
げ
る
こ
と
が
で
き
た
。
今
は

産
業
の
未
来
を
左
右
す
る
転
換
期

に
あ
る
が
、
日
交
労
は
全
国
の
最

大
組
織
と
し
て
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ

を
取
っ
て
運
動
を
前
進
さ
せ
て
ほ

し
い
」
と
思
い
を
託
し
、
平
和
運

動
へ
の
取
り
組
み
強
化
に
も
期
待

を
込
め
ま
し
た
。

　
経
営
側
は
、
日
本
交
通

の
川
鍋
一
朗
会
長
、
若
林

泰
治
社
長
ら
役
員
総
出
で

出
席
。
川
鍋
会
長
は
「
一
人

一
人
の
乗
務
員
さ
ん
の
日
々

の
頑
張
り
に
心
か
ら
感
謝
し

ま
す
。
皆
さ
ん
が
品
質
を
維

持
し
、
変
化
し
続
け
る
姿
勢

を
持
つ
限
り
、
タ
ク
シ
ー

は
不
滅
」
と
あ
い
さ
つ
し

ま
し
た
。

　
ま
た
全
タ
ク
連
の
会
長
と

し
て
提
案
し
て
い
た
、
２
種

免
許
な
し
で
タ
ク
シ
ー
に
乗

務
す
る「
限
定
乗
務
員
制
度
」

に
つ
い
て
は
「
一
時
保
留
に

し
て
、
先
に
で
き
る
こ
と
を

し
た
い
」
と
表
明
。
ラ
イ
ド

シ
ェ
ア
を
阻
止
し
て
い
く
た

め
に
も
、
乗
務
員
の
確
保
に

最
優
先
で
取
り
組
む
方
針
を

語
り
ま
し
た
。

　
８
年
間
に
わ
た
り
委
員
長
を
務

め
た
阿
部
優
元
委
員
長
は
、
経
営

再
建
期
の
厳
し
さ
を
紹
介
し
、「
銀

行
に
は
『
い
ざ
と
な
っ
た
ら
組
合

が
会
社
を
支
え
る
』
と
ま
で
言
っ

た
。
組
合
は
反
対
ば
か
り
し
て
き

た
わ
け
で
は
な
い
。
我
々
も
会
社

を
支
え
て
き
た
」と
語
り
ま
し
た
。

ま
た
会
社
が
増
車
を
し
た
際
に
、

苦
悩
し
た
思
い
も
振
り
返
り
「
大

変
な
時
こ
そ
、
間
違
っ
て
い
る
か

も
し
れ
な
い
が
決
断
が
必
要
だ
。

働
い
て
い
る
者
の
幸
せ
を
第
一
に

余
興
で
は
芸
人
の
神
奈
月
さ

ん
が
登
場
。武
藤
敬
司
の
も
の

ま
ね
で
会
場
を
わ
か
せ
ま
し
た

歴
代
委
員
長
が
エ
ー
ル

日交労　結成５０周年記念式典
これからも「支え合い」で歴史を刻む

日交労の歴史を紡
いできた歴代ＯＢも
多数参加。代表して
阿部元委員長（右）
と伊藤前委員長（中
央）があいさつ。溝
上委員長（左）を激
励しました

夏の一休みコーナー

間違いは７つ答えは４面に
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全自交関西地連
対ライドシェア・反維新で学習会

　

森
屋
議
員
は
、「
ラ
イ
ド
シ
ェ

ア
問
題
は
忘
れ
た
頃
に
や
っ
て
く

る
。
一
回
火
が
消
え
た
か
の
よ
う

に
、
国
土
交
通
委
員
会
で
は
話
題

に
な
ら
な
か
っ
た
が
、
今
国
会
で

地
域
交
通
法
の
改
正
を
議
論
す
る

中
で
、
ラ
ス
ト
ワ
ン
マ
イ
ル
の
問

　
大
阪
で
、
維
新
の
会
と
闘
い
続

け
て
き
た
坂
本
社
長
は
「
維
新
の

恐
ろ
し
さ
、
手
法
は
ナ
チ
ス
と
一

緒
。
全
体
の
２
割
ち
ょ
っ
と
の
固

い
支
持
者
を
つ
か
み
、
60
％
前
後

と
い
う
低
投
票
率
の
選
挙
で
、
過

半
数
を
制
す
る
や
り
方
を
し
て
い

る
。
そ
の
た
め
に
は
ど
ん
な
嘘
で

も
平
気
で
言
う
」、「
２
０
２
１
年

の
衆
議
院
議
員
選
挙
で
は
吉
村
知

事
が
全
国
遊
説
で
『
47
都
道
府
県

の
中
で
私
学
を
含
め
て
完
全
無
償

化
し
た
の
は
大
阪
だ
け
。
こ
の
改

革
を
全
国
で
』
と
訴
え
て
い
た
。

し
か
し
、
大
阪
で
は
い
ま
だ
私
学

の
授
業
料
へ
の
補
助
を
巡
っ
て
ゴ

チ
ャ
ゴ
チ
ャ
し
て
い
る
。
完
全
無

償
化
し
た
と
言
っ
て
い
た
の
に
」

な
ど
と
維
新
の
嘘
を
指
摘
。

　
さ
ら
に
「
維
新
の
一
番
の
問
題

は
空
飛
ぶ
タ
ク
シ
ー
に
象
徴
さ
れ

る
よ
う
に
、
当
事
者
意
識
の
欠
如

で
あ
る
。
空
を
飛
ぶ
場
合
は
い
ろ

い
ろ
な
規
制
が
あ
り
、
上
空
か
ら

物
が
落
ち
て
く
る
可
能
性
も
あ

る
。
そ
れ
を
無
視
し
て
、
簡
単
に

飛
ば
し
て
し
ま
お
う
と
す
る
。
そ

の
発
想
が
こ
わ
い
」
と
糾
弾
し
、

維
新
が
推
進
す
る
ラ
イ
ド
シ
ェ

ア
問
題
に
つ
い
て
、「
た
だ
反
対
、

反
対
と
言
っ
て
い
る
だ
け
で
は
だ

め
だ
。
兄
弟
か
ら
借
り
た
車
で
、

ア
ル
バ
イ
ト
気
分
で
行
な
っ
て
大

き
い
事
故
を
起
こ
し
た
ら
、
そ
の

車
が
保
険
が
切
れ
て
い
た
ら
賠
償

す
る
の
に
一
生
台
無
し
に
な
っ
て

し
ま
う
。
簡
単
に
加
害
者
に
な
っ

て
し
ま
う
」
と
、
そ
の
危
険
性
を

周
知
す
る
大
切
さ
を
説
き
ま
し

た
。

　
ま
た
問
題
が
噴
出
す
る
大
阪
万

博
に
つ
い
て
「
維
新
の
皆
さ
ん
は

最
近
元
気
が
な
い
。囲
み
取
材
で
、

吉
村
知
事
は
『
あ
れ
は
国
の
行
事

だ
か
ら
』
と
急
に
言
い
出
す
。
国

と
博
覧
会
協
会
に
対
し
て
徐
々
に

距
離
を
取
っ
て
い
る
。
博
覧
会
協

会
の
副
会
長
で
あ
る
に
も
か
か
わ

ら
ず
。
恐
ろ
し
い
こ
と
に
『
延
期

す
る
の
で
あ
れ
ば
中
止
で
す
ね
』

と
平
気
で
言
う
。『
俺
が
中
止
し

て
や
っ
た
』
と
言
い
そ
う
な
雰
囲

気
。
そ
の
場
が
良
か
っ
た
ら
な
ん

で
も
い
い
と
思
う
。
こ
れ
に
騙
さ

れ
て
し
ま
う
。
彼
ら
に
は
、
自
分

の
言
葉
に
重
み
が
な
い
し
、
責
任

が
な
い
」
と
発
言
し
ま
し
た
。

　
全
自
交
関
西
地
連
（
櫻
井
邦
広
委
員
長
）
は
、
８
月
６
日
に
２
０
２
３
活
動
家
学
習
会
を
大
阪
市

中
央
区
の
大
阪
府
立
労
働
セ
ン
タ
ー
（
エ
ル
お
お
さ
か
）
で
開
催
し
、
10
単
組
36
名
が
参
加
し
ま
し

た
。
立
憲
民
主
党
の
森
屋
隆
参
議
院
議
員
（
タ
ク
シ
ー
政
策
議
員
連
盟
事
務
局
長
）
が
「
ラ
イ
ド
シ
ェ

ア
を
巡
る
国
会
論
議
に
つ
い
て
」、
大
阪
タ
ク
シ
ー
協
会
副
会
長
の
坂
本
篤
紀
氏
（
日
本
城
タ
ク
シ
ー

株
式
会
社
社
長
）
が
「
日
本
維
新
の
会
の
問
題
点
に
つ
い
て
」
と
題
し
、
講
演
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、

全
自
交
労
連
・
松
永
次
央
書
記
長
が
問
題
提
起
を
行
い
ま
し
た
。

ア
の
位
置
付
け
、
ラ
イ
ド
シ
エ
ア

は
だ
め
な
も
の
と
い
う
位
置
付
け

を
し
っ
か
り
や
る
こ
と
が
大
事

だ
」
と
強
く
呼
び
掛
け
ま
し
た
。

　
全
自
交
労
連
本
部
の

松
永
次
央
書
記
長
は
10

月
の
大
会
で
退
任
す
る

予
定
を
告
げ「
12
年
間
、

関
西
地
連
の
仲
間
に
は

大
変
お
世
話
に
な
っ

た
。
世
界
で
唯
一
ラ

イ
ド
シ
ェ
ア
を
阻
止
し

闘
い
続
け
て
い
る
の
は

チ
ー
ム
ワ
ー
ク
で
あ

る
。
野
党
と
協
力
し
、
政

府
を
動
か
し
て
タ
ク
シ
ー

政
策
を
実
現
し
て
き
た
。

私
た
ち
と
信
頼
関
係
を
築

い
て
き
た
政
党
を
い
か
に

支
え
る
か
が
重
要
で
あ

る
。
ま
た
、
私
た
ち
の
苦

し
い
状
況
を
国
土
交
通
省

や
厚
生
労
働
省
に
投
げ
て
、

政
治
に
訴
え
て
き
た
。
こ

の
連
携
へ
の
取
り
組
み
を

引
き
続
き
お
願
い
し
た
い
」

と
、
関
西
の
仲
間
に
熱
い

思
い
を
託
し
ま
し
た
。

は
世
論
と
数
に
よ
っ
て
大
き
く
変

わ
る
。
ラ
イ
ド
シ
ェ
ア
問
題
は
今

回
一
番
危
険
な
状
況
で
あ
る
。
今

は
与
野
党
を
超
え
た
ラ
イ
ド
シ
エ

よ
う
と
い
う
勢
力
が
あ
る
」と
し
、

３
月
29
日
の
新
し
い
資
本
主
義
実

現
会
議
で
、
Ｚ
ホ
ー
ル
デ
イ
ン
グ

ス
の
川
邊
健
太
郎
会
長
が
ラ
イ
ド

シ
ェ
ア
を
認
め
る
よ
う
発
言
し
た

こ
と
を
紹
介
。「
力
の
あ
る
方
が

正
式
な
場
で
発
言
す
る
と
、
い
ろ

ん
な
意
味
で
力
が
加
わ
っ
て
動
き

出
す
。
そ
れ
を
押
す
政
党
す
な
わ

ち
日
本
維
新
の
会
が
国
会
で
動
き

出
し
て
い
る
」
と
現
状
に
危
機
感

を
示
し
ま
し
た
。

　
「
今
は
、
国
土
交
通
大
臣
も
自

動
車
局
長
も
『
特
区
で
も
ラ
イ
ド

シ
ェ
ア
を
認
め
な
い
』
と
い
う
ス

タ
ン
ス
を
保
っ
て
い
る
が
、
政
治

題
か
ら
ラ
イ
ド
シ
ェ
ア
導
入
問
題

が
出
て
き
た
。
そ
の
た
め
、
く
ぎ

を
刺
し
、『
日
本
に
入
れ
る
こ
と

は
考
え
て
い
な
い
』
と
い
う
政
府

見
解
を
確
認
し
て
き
た
。
機
会
が

あ
る
ご
と
に
政
府
の
立
ち
位
置
を

し
っ
か
り
確
認
し
、
言
質
を
取
っ

て
い
く
こ
と
、
一
つ
一
つ
念
推
し

し
て
い
く
こ
と
を
行
っ
て
き
た
」

と
国
会
で
の
活
動
を
報
告
。

　
「
ラ
イ
ド
シ
ェ
ア
問
題
で
は
手

を
変
え
品
を
変
え
、
何
と
か
入
れ

ラ
イ
ド
シ
ェ
ア
問
題

「
今
が一番
あ
ぶ
な
い
」

「
責
任
も
た
ぬ
怖
さ
」

維
新
の
本
質
と
は

松
永
書
記
長

連携の力を次世代につなげて
３面間違い探しの答え
①右上の人の帽子②
右下の浮き輪の柄③
手前中央・右の人の
髪飾り④手前中央・
左の人の髪⑤左の
ビーチボールの柄⑥
左端の人の短パン⑦
左上の島

「一緒に学ぼう」とあいさつした櫻井委員長。10単組36人が参加
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